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ラグビ一場の工事は着々と進み、と くに玖島崎の市営陸上競技場

を改装して作られるラグビー主競技場は、中央スタン ドもでき、し

ばふの植付も終ってほとんどできあがっていますO

この外、県立園芸高校に1面、県立工業高校よこに県営のラグビ

一場が2面が作られますが、その整地工事も急ピッチで行なわれて

います。

ラグビー

着々と

国体の工事進む

長崎国体の開催はいよいよ来年に

なりましたO

長崎国体のときには大村市では、

ラグビーとソフトボール、山岳の

3種目が行なわれます。

ソフトボーノレの競技場は市内に4面設けられます。そのう ち主競

技場になる市営野球場の改装工事はスタシド、外壁、事務所などほ

とんどできあがり、今は内野の整地工事をのこすだけとなり ました

他の3面は、市営補助グラ ワンド、西大村中学校、中央小学校にそ

れぞれ作られ、今年度中に完成し ます。 ソフトボール
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(
乙
乙
を
と
じ
て
く
だ
さ
い

O 

， ， 
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市

民

の

健

康

維

持

の

た
め
競
艇
事
業
益
金

を
繰
入
れ
日
国
保
事
業
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国
民
健
康
保
険
は
年
々
受

診
件
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
保
険
給
付
額
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
末
に

は
医
療
費
点
数
の
一
部
改
正

に
よ
る
値
上
げ
な
ど
も
あ
り

保
険
の
給
付
額
は
一
層
膨
張

し
、
本
年
度
は
二
億
一
千
八

百
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す

そ
こ
で
被
保
険
者
(
市
民
)

の
健
康
維
持
に
つ
と
め
る
た

め
に
こ
の
給
付
費
を
ま
か
な

っ
て
保
険
財
政
の
健
全
化
を

は
か
り
国
民
健
康
保
険
事
業

の
円
滑
な
る
運
営
を
行
な
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
本
年
度
は
総
額
二
億
三
千

七
百
七
十
六
万
円
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。
従
っ
て
本

年
度
こ
の
よ
う
な
多
額
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
や
む

を
得
ず
保
険
税
の
急
激
な
増

徴
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
の

で
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

事
業
の
益
金
を
繰
り
入
れ
て

被
保
険
者
の
負
担
の
一
部
を

緩
和
す
る
た
め
特
別
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
し
ま
し
た

画通遠
学 E巨
費離
の通
補学
助児
を童
計に

U
学
校
教
育
U

将
来
の
大
村
を
に
な
う
子

供
の
教
育
は
大
切
な
も
の
で

す
。
そ
こ
で
今
年
度
も
前
年

中小企業の

設備近代化制度

めんない

中小企業者がよい機械を

買ったり、新しい設備をし

ようとする場合、つぎのよ

うな制度があります。利用

ご希望の方は、 5月中に商

工会議所へ関係書類を提出

してください。

度
に
引
続
き
施
設
の
充
実
を

は
か
り
一
層
教
育
効
果
の
向

上
に
努
力
し
た
い
と
考
え
ま

す。
特
に
本
年
度
か
ら
新
た
な

施
策
と
し
て
遠
距
離
通
学
の

児
童
生
徒
に
対
す
る
通
学
費

の
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
、
父
兄
の
負
担
を
軽
減
し

育
舘
、
福
重
小
学
校
プ
ー
ル
・

の
建
設
を
計
画
し
、
単
独
事

業
と
し
て
は
玖
島
中
学
校
技

術
教
室
、
西
大
村
中
学
校
体

育
倉
庫
な
ど
の
建
築
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

ま
た
教
具
、
教
材
の
充
実

促
進
を
は
か
り
、
各
種
教
科

の
研
究
委
託
を
す
す
め
る
こ

事
業
別
の
計
画

そ
の
ア
ジ
パ
ラ
シ
ス
を
な
く

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
同

時
に
玖
島
中
学
校
生
徒
の
通

学
費
に
つ
い
て
の
暫
定
措
置

も
考
え
て
い
ま
す
。

施
設
面
で
は
国
庫
補
助
事

業
と
し
て
の
玖
島
中
学
校
体

無利子

1年据置4年均等

⑦ 

と
に
よ
っ
て
教
育
の
研
究
活

動
を
盛
ん
に
す
る
と
と
も
に

教
職
員
の
指
導
力
の
充
実
、

児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上
と

健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
、

さ
ら
に
交
通
安
全
教
育
の
徹

底
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

を
玖
島
由
旧
大
村
校

舎
に

日
社
会
教
育
H

社
会
教
育
を
振
興
さ
せ
る

た
め
、
明
治
百
年
を
記
念
し

て
玖
島
中
学
校
大
村
校
舎
跡

を
活
用
整
備
し
て
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
・
を
つ
く
り
た
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
資
料
の
展

示
、
記
念
講
演
会
の
開
催
な

ど
文
化
活
動
を
盛
ん
に
し
、

文
化
財
の
保
存
管
理
に
も
力

を
入
れ
た
い
と
考
え
ま
す
。

青
年
団
、
婦
人
会
も
結
成

以
来
二
十
年
を
迎
え
て
お
り

ま
す
の
で
ー
そ
の
歩
み
を
反

省
し
て
本
年
度
は
飛
躍
の
年

に
な
る
よ
う
に
助
成
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
も
国

体
開
催
を
来
年
に
ひ
か
え
、

施
設
の
充
実
と
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
育
成
を
は
か
り
、
あ

わ
せ
て
市
民
球
技
大
会
を
軸

ζ

し
て
い
ろ
い
ろ
の
ス
ポ
ー

ツ
を
振
興
さ
せ
、
国
体
を
迎

え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
健
康
で

明
る
い
街
ず
く
り
の
た
め
努

力
い
た
し
ま
す
。

(
こ
の
つ
づ
き
は
次
号
で
す
)

lたばこは市内で
買いましよう

1昭和42年度のたば乙消費税 !
の収入拡 4，702万円で、市
の大きな財源となっていま

す。

lたば乙はできるだけ市内で
|買いましょう。 E

〔中小企業近代化資金〕

b対象業種

機械金属工業、軽工業、

繊維工業、食品製造業、

鉱業、建設業その他

c>貸付条件

①1企業対象設備に対す

る2分の1の額で300万

円以下

①利息

③期間

償還

C中小企業設備譲渡〕

じ>対象業種

中小企業設備近代化資金

と同じで徒業員20名以下

の企業に限る。(商業、

建設業、サーピコヰ業をの

ぞく〉

b貸付方法

希望する機械 (20万円~

600万円〉を購入して貸

付けを行なう。

b貸付条件

機械代金は4年 6カ月.分

割返済、損料として年5

ノミーセシトを支払う。ま

た保証金として機械代の

10パーセントを支払うが

これは代金返済後返還す

る。

なおくわしいことは市商

工観光課か商工会議所へお

たずねくださし、。

fプ
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五
月
の
レ
コ
ー
ド
コ
シ
ナ

i
ト
(
成
人
講
座
)
を
ひ
ら

き
ま
す
。

マ
期
日
五
月
三
十
日

夜
六
時
半
か
ら
八
時
半

-

i

-fz
で

-cd

マ

会

場

市

民

会

館

三

階

会

ま

議

室

き

さフッ

ν
ッ

ク

開
をB民主場内子人婦

お
し
ら
せ

国
庫
債
券
の
買
上
償
還

戦
没
者
の
遺
家
族
の
か
た

で
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
の

買
上
償
還
を
希
望
さ
れ
る
方

は
五
月
二
十
九
日
ま
で
に
福

祉
事
務
所
へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。買
上
額
は
国
庫
債
券
の
い

号
で
一
八
、
七

O
O
円
ろ
号

で
二

O
、
四

O
O
円
で
す
。

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

り

マ
内
容

発
明
相
談
所
を
開
設

(3) 

特
許
、
実
用
新
案
、
商
標

登
録
、
意
匠
な
ど
の
発
明
巡

回
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と
お
り

コ
!
ナ

l

開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

マ
日
時
五
月
二
十
五
日

午
前
十
時
よ
り
正
午
ま
で

マ
場
所
商
工
観
光
課

マ
講
師
発
明
協
会
長
崎
県

支
部
喜
多
岡
常
務

特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
は

5
月
別
日

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以

後
戦
争
公
務
に
よ
っ
て
死
亡

さ
れ
弔
慰
金
(
五
万
円
ま
た

は
三
万
円
)
を
受
給
し
た
遣

家
族
の
う
ち
昭
和
四
十
年
四

月
一
日
現
在
公
務
。扶
助
料
、

遺
族
年
金
ま
た
は
遺
族
給
与

萱瀬出張所

三浦診療所

鈴田出張所

竹松出張所

松原出張所

福重出張所

金
な
ど
を
受
け
る
資
格
を
有

す
る
遺
族
が
お
ら
れ
な
い
三

親
等
内
、の
か
た
に
特
別
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求
し

て
お
ら
れ
な
い
，か
た
は
五
月

末
日
ま
で
に
市
役
所
福
祉
事

務
所
に
請
求
書
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

善
意
銀
行
に
寄
付

市
内
辻
田
町
の
寵
谷
キ
ミ

さ
ん
は
亡
父
重
さ
ん
の
忌
明

に
、
ま
た
市
内
並
松
郷
の
児

玉
月
子
さ
ん
は
亡
父
定
夫
さ

ん
の
忌
明
に
金
一
封
を
そ
れ

ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 ピ

1'''--'''ー_...__.，.一ー...__...ー_...__...ーー...__...ーー・・・ーー

みんなじようずネ
5月3日、第8回の市内子供大会は市民会

館で演芸大会を聞き、たのしいひとときをす

ごしました。

ふるってご参加ください

各コースとも 6月上旬より来年3月ま

で行ないますので、希望者は5月31日ま
でに地区婦人会か市社会教育課へ申し込

みください。

受講料はいりません。くわしいこと は市

社会教育課へおたずねください。

〔調理コースコ

[>期日 毎月第1水曜日

〔コーラスコース〉

じ>期日毎月第2.4火曜日

く消費生活コース〕

じ>期日毎月第3月曜日

〔市民生活コース〕

じ>期日毎月第4月曜日

※時間はいずれも午前10時から12時まで

場所は市中央公民舘

〔読書コース〕

[>期日毎月25日
[>場所市立図書舘

こ洋裁コース〉

じ>期日 毎週水曜日

じ>場所市中央公民舘

〔バレーボールコース〕

b期日毎月第1.3火曜日

じ>場所補助グラワンド

にリーダーコース〉

じ>期日 毎月第2月曜日

じ>場所市中央公民舘

※時間はいずれも午後1時30分から2時間

〔茶道コース〕

b日時 (A組) 毎月第2.4金曜日
午前1時から 2時間

本経寺

(B組〉 毎月第2.4月曜日
午後1時30分から 2時間

浜田崖旅舘

実施場所

[>場所

b日時

じ〉場所
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=市税=

国民健康保険税と軽自動

車税の納税通知書はとど

きましたか

5月13日、国民健康保険税

と軽自動車税の納税通知書を

発送しました。

もしわからないことがあり

ましたら課税課か出張所へお

たずねください。

軽自動車税の改正

原動機付自転車 C50cc、90

cc、125ccと農耕用〉の月割課

税と月割還付が今年の4月1日

から廃止されました。

それで、 4月2日以降に取得

されたバイクには本年度分の

税金は課税されません。また

逆に廃車しでも還付されない

ことになっ ています。

=国民健康保険=

ミ病院で受診の時は必ず

被保険者証を持って w

本年4月1日より国民健康保

険被保険者証が新しくなりま

しfこ。

病院や医院で受診する とき

は必ず新しい被保険者証を持

っていき ましょうー

被保険者証を忘れた場合は

病院や医院で被保険者かどう

か分らないため治療費を全額

取られることも あり ますので

注意し まし ょう。

日曜当番医 (6月中)

2日 藤井内科後藤産婦人
科出口小児科長崎内科

9日 海江田耳鼻咽喉科南
野内科目崎外科今国内科

16日 長野産婦人科 楠木眼
科上田内科沢田内科

23日 松尾外科福田産婦人
科琴尾内科原内科

30日 海浜内科貞桧整形外
科佐藤内科桝本産婦人科

(4) 大村市政だよ

，で壬ァ

コロ

市
内
の
駅
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当
初
市
内
に
は
大
村
駅
と

南
北
に
長
い
大
村
市
に
は

松
原
駅
の

二
つ

が
あ
っ
た
が

北
の
玄
関
口
で
あ
る
一
松
原
駅
戦
争
が
は
げ
し
く
な
っ

て
大

市
の
中
央
部
に
竹
松
駅
と
大
村
市
が
軍
部
と
し
て
栄
え
る

村
駅
、
南
に
岩
松
駅
の
四
っ
き
ざ
し
を
み
せ
は
じ
め
て
か

の

駅

が

あ

る

。

ら

竹

松

駅

が

作

ら

れ

、

終

戦

大
村
駅
と
松
原
駅
は
、
明
直
前
に
な

っ
て
岩
松
駅
が
開

治
三
十
一
年
一
月
に
営
業
を
設
さ
れ
た
。

仇
開
始
し
た
が
、
当
時
の
鉄
道
開
業
当
時
の
大
村
駅
舎
は

山
は
門
司
か
ら
早
岐
を
経
て
大
白
蟻
の
た
め
使
用
で
き
な
く

町
村
ま
で
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
な
り
、
あ
わ
せ
て
構
内
配
線

山
昭
和
九
年
十
二
月
に
な
っ
て

も
不
完
全
に
な
っ
た
大
正
七

山
海
岸
線
(
今
の
長
崎
本
線
)
年
に
改
築
さ
れ
現
在
に
至
?

町
、
が
開
通
し
た
の
で
早
岐
J
大
て
い
る
。
終
戦
前
は
軍
部
の

山
村
聞
を
大
村
線
と
改
称
し
た
駅
と
し
て
客
の
乗
降
、
貨
物

一
が
、
そ
れ
ま
で

は
大
村
線
が
の
取
扱
い
も
多
く
全
国
に
知

山
本
線
で
あ
っ

た

。

ら

れ

て

い

た

が

、

終

戦

と

と

昭和43年5月20日

も
に
人
口
が
激
減
し
客
貨
の

取
扱
い
も
減
少
し
た
。
し
か

し
駐
留
軍
の

R
T
O
事
務
室

設
置
に
伴
な
う
小
荷
物
室
の

改
造
が
あ
り
、
と
く
に
昭
和

三
十
六
年
の
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
巡
行
御
召
列
車
の
運

転
は

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い

松
原
駅
も
た
村
線
で
は
最

古
参
の
駅
で
大
村
線
開
設
と

と
も
に
設
け
ら
れ
大
正
七
年

に
改
築
さ
れ
て
い
る
一
。
そ
の

後
九
電
大
村
火
力
発
電
所
の

完
成
に
伴
ぃ
、
昭
和
三
十
二

年
五
月
ブ
ロ
ッ
ク
の
駅
舎
と

こ
線
橋
な
ど
を
改
築
し
構
内

線
も
拡
張
し
た
。
こ
の
駅
は

県
立
多
良
岳
公
園
野
岳
湖
の

入
口
に
あ
た
り
、
春
は
桜
、

夏
は
キ
ャ
シ
プ
な
ど
ピ
ク
ニ

ッ
ク
客
で
に
ぎ
あ
う
。

岩
松
駅
は
第
二
次
世
界
大

戦
中
、
岩
松
に
海
軍
航
空
廠

の
工
場
が
建
設
さ
れ
た
と
き

旅
客
、
貨
物
の
取
扱
い
を
開

始
し
、

終
戦
直
後
の
昭
和
二

十
二
年
四
月
新
駅
舎
が
完
成

し
た
。竹
松
駅
は
大
正
十
一
年
五

月
に
-
設
置
さ
れ
た
が
、
元
来

竹
松
地
区
が
農
業
本
位
の
地

域
で
あ

っ
た
の
で
農
業
生
産

物
や
肥
料
の
輸
送
に
重
要
な

役
割
を
は
た
し
た
。
そ
の
後

戦
争
が
は
げ
し
く
な
り
、
海

軍
航
空
隊
、
航
空
廠
な
ど
の

軍
の
施
設
が
拡
張
さ
れ
る
と

軍
の
資
材
、
兵
器
の
輸
送
に

大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。

松
原
駅
長
H

松
永
秋
義
氏

竹
松
駅
長
日
立
花
泰
典
氏

大
村
駅
長
H

山
本
繁
生
氏

岩
松
駅
長
H
福
永
忠
次
氏

写
真
H
現
在
の
大
村
駅

五
月
の
下
旬
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ろ
そ
ろ
っ
ゆ
へ
の
準

備
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

①
幼
児
や
衣
服
を
よ
ご
し
が

ち
な
小
中
児
童
の
い
る
家
庭

で
は
、
洗
た
く
物
の
乾
燥
方

法
を
研
究
し
ま
し
ょ
う
。

②
防
虫
剤
、
乾
燥
剤
を
忘
れ

ず
に
衣
料
箱
や
タ
シ
ス
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。

③
廊
下
の
板
の
間
、
雨
戸
の

さ
ん
な
ど
に
あ
る
ゴ
ミ
は
湿

気
を
す
っ
て
家
を
い
た
め
、

ノ
ミ
な
ど
の
発
生
源
に
も
な

り
ま
す
。
排
水
こ
う
な
ど
も

き
れ

い
に
掃
除
し
、
家
の
周

囲
も
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

④
通
勤
通
学
の
雨
具
農
作
業

の
た
め
の
雨
具
な
ど
よ
く
点

検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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